
V 水質環境

1 調査方法

各地点、各深度どとに、底層近くの水質について、次の項目を測定した。

イ.水温、 E工L社 15 A型DOメーターを使用、 (1部水銀温度計を使用、附表7 滋印)

ロ.P耳、比色管法 (BT B、PR、及びTB)陀よる。

ハ.D 0、EIL社 15 A型DOメーターを使用、 (1部ウインタラー法による。附表 7※印)

2. 結果及び考察

本項目は、生物調査K附帯するものとして実施したもので、分析項目も少左いため水質の状

態陀ついて詳細K記するととは困難であるーしかも調査期間が約2ク月という長期K亘って卦

り、日照や気温等の天候の変化に伴走加、水質そのものも調査の初期と終期ではか在りの変動

があったと推定され、各地域別の水質の状況を判別するととは不可能である，ととでは若干の

考察を加えるKとどめる。

(1¥水温

7月初期医会いて、浅部と深部の水温差は極めて小さく、 20'C前後である。しかし以後

の時期では、深部ほど低水温であるo (38-.40地点では水温差はほとんど左加)調査期

間を通じての最高水温は、 28地点の t深度医長いて 3O.1'C (8月 12日)であり、最低

は、 22地点2深度の 18. 7'(. (7月9日)である。浅部と深部の水温差の最も著しかった

のは 44地点で 6，9'(. (7月 19日)であった。

(2) P H 

pHの範囲は6.4-8.4である。天候が悪く、水温の低かった初期医沿いてはとの値が低

〈、晴天で高水温の時ほど、高い値を示して拘る。とれは、水藻の影響が大きいと考えられ

る。

(3) DO (S6) 

最も DOの低かったのは 15地点1深度で、 25.6 ~である。との時の PHは 6.6 とか左

り低い値である。とれは水藻の影響ばかりで左く、流入陸水の影響もあるものと思われる0

3 2地点の深度 4 及び 5~金いても低い値であるが、その原因は明かで左い。

全体的K見て、水温が高く(晴天が多く)水藻が密棲している地域では DOが高い値を示

している。叉ζの調査地点の範囲に長いては、無酸素K近いよう在地域は見られ左かった。
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